
日創研 阪神経営研究会 
－新役職の説明－ 

 
次年度の会長方針を以下で掲げました。 

【“全会員企業 黒字”の物語をつくる！】 

～経営資源を最大活用した経営の研究と実践～ 

 

会長方針の中で、 

「地域や皆様のご友人で企業経営に悩まれている非会員の方にも援助したい！そのような環境の人たちと一
緒に学びたい！そして、もっと阪神経営研究会の事を知って好きになって欲しい！是非、例会や小勉強会などを
通じて会を活用して欲しい！ 

この思いを体現するために、まずは全会員が一枚岩となって、相互扶助の精神で、全会員企業 黒字経営に取り
組んでいきます。私達、阪神経営研究会はまだ 3 年目の会ですが、この会には多くの強みを持った会員が沢山い
ます。経営資源とは「ヒト・モノ・カネ・情報・時間」と言いますが、その“ヒト”の経営資源を最大に活用し、
そして例会や小勉強会で情報や知識を収集し、経営の研究と実践に繋げて参ります。 

 2022 年度は、全会員企業が黒字を目指し、私たち日創研阪神経営研究会が地域になくてはならない存在とし
て社会に貢献する物語を全員で創って参りましょう！」 

とお伝えさせて頂きました。この経営資源の“人”を最大活用として、次年度に「アドバイザー」と「経営相談委
員」を組織図にお願いしました。各役職の説明は以下の通りです。 

 
「アドバイザー」 
阪神経営研究会のアドバイザーとは、経営研究会での豊富な経験されている方で、会の運営を熟知している方、
もしくは委員会の方針に対して知識や経験などが長けている方を推薦させて頂きました。経営資源の一つに“人”
があります。この”人“こそが、経営研究会では大事な資源です。”人“の資源を活用していきます。 
アドバイザーの方々は、委員長から小勉強会などの依頼、そして運営などで相談があった場合、是非お力をお貸
しください。そして会歴の浅い会員さんや新入会員さんなどのフォローなどもお願い致します。 
 
「経営相談委員」 
2022 年は経営相談員の役職を付けさせて頂きました。この経営相談員の方は、三役の方（会長・事務局長・副事
務局長・副会長・事務局次長）、そして監事・顧問で経営研究会の経験豊富な方々で構成しています。年 3 回の
アンケートから、経営で色々な事で困っていること（業績良し悪し関係なく）を会長に伝えて頂き、会長から経
営相談委員と相談者をマッチングさせて頂きます。 
※アンケート以外でもお伝え下さい 


